
 
 

平 成 ２ ６ 年 度 

広島市教育センター 

 

 

 

 

幼児のソーシャルスキルを向上させるための 

援助に関する研究 

－ソーシャルスキルの尺度と教師の援助を関連付けた表を通して－ 

 

 

 

            広島市立中筋幼稚園教諭  二 川 さ ゆ み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード：ソーシャルスキル，援助， 

      ソーシャルスキルの尺度と教師の援助を関連付けた表 

 

 

 

 

研究の要約 
本研究は，幼児の状況に応じた援助をすることで，幼児のソーシ

ャルスキルを向上させることを目的としたものである。その際，「幼

児のソーシャルスキルの尺度と教師の援助を関連付けた表」を作成

し，活用した。 
 その結果，表をもとに幼児の状況に応じた援助をすることで，幼

児が役割を遂行したり，自分から話し掛けたりするなど，ソーシャ

ルスキルの向上が見られた。また，教師間で共通認識することで，

よりよい援助をすることにつながった。 
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Ⅰ 問題の所在 

 
文部科学省の『幼児期の教育と小学校教育の 

円滑な接続の在り方について』では，幼児期と

児童期が共通して抱える課題の一つとして，他

者とのかかわりが苦手であることや，自制心や

耐性，規範意識が育っていないことが挙げられ

ている。また，小学1年生などの教室において，

学習に集中できない，教員の話が聞けずに授業

が成立しない，学級がうまく機能しないなど，

いわゆる「小１プロブレム」の状況にある学校

が見られると報告されている。 
『小学校学習指導要領解説』では，特別活動

の具体的事項として，「小１プロブレムなどの

集団の適応にかかわる問題を重視し，よりよい

人間関係を築くための社会的スキルを身に付

けるための活動を効果的に取り入れる」１）と示

している。また，『幼稚園教育要領解説』では，

小学校への入学を念頭に，皆と一緒に教師の話

を聞いたり，行動したり，きまりを守ったりす

ることができるように指導を重ねていくこと

も大切であると示され，幼児期から人とかかわ

る力を身に付けさせる重要さについて述べて

いる。 

所属園においては，友達と遊んでいる時，突

然，遊具を持っていく，話をしているところに

割り込んでくるなど，人とのかかわりにおいて

上手くコミュニケーションが取りにくく友達

とトラブルになりやすい幼児がいる。また，話

しかけられても黙っていたり、ちぐはぐな応答

をしたりするなど，自分の思いを上手く表現で

きない幼児もいる。さらに，注意散漫で話を聞

きにくい姿も見られる。その都度，相手の思い

を代弁する，人とのかかわり方を伝える，場に

応じた態度を知らせるなどしてきたが，同じよ

うな姿が続いている。 
 田中（2012）は，幼児期に重要な，人への信

頼感と自己肯定感を培うための手だてとして，

対人コミュニケーションとしてのソーシャル

スキルを育成することや，ソーシャルスキルを

指導し，成功体験を積み重ねることでスキルを

自分なりに使えるようになることを挙げてい

る。 
 幼児のソーシャルスキルを向上させるため

には，どのような援助をし，個別にかかわって

いくかが重要であるが，複数の教員でかかわる

ことの多い幼稚園では，同じ視点で幼児をとら

え，同じ視点でかかわることが難しい。このよ

うな現状を踏まえ，幼児のソーシャルスキルの

尺度と幼児の状況に応じた教師の援助を関連

させて見ることができれば，同じ視点で見取り

やすくなるため，より連携した保育が可能にな

ると考えた。 

 そこで本研究では，ソーシャルスキルに着目

し，「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の

援助を関連付けた表」(表６)を作成し，幼児の

ソーシャルスキルを向上させるためのよりよ

い援助について研究することとした。 
  

Ⅱ 研究の目的 

 
 幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の援

助を関連付けた表を作成し，幼児の状況に応じ

た援助をすることで，幼児のソーシャルスキル

を向上させることを目的とする。 
 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教  

師の援助を関連付けた表」について 

３ 検証保育の計画と実践 

４ 保育実践の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 
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１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(1) 幼児におけるソーシャルスキル 

ソーシャルスキルとは，「対人関係をスムー

ズにするための知識と具体的な技術＝人づき

あいのコツ」２）であり「社会生活や対人関係を

営んでいくために，必要とされる技能」３）であ

る。 
『幼稚園教育要領解説』では，幼稚園では，

生きていくための基礎を培うために人とかか

わる力などをはぐくむことや，そのため生活に

必要な習慣や態度を身に付けていくことが大

切であると述べている。 
(2) 教師の役割 
『幼稚園教育要領解説』では，幼稚園教育は， 

環境を通して行う教育で，教師の担う役割は大

きいことや，教師が幼児のありのままを受け入

れ，共感し，幼児との信頼関係を十分に築くこ

とが大切であると述べている。また，教師の役

割については次のように書かれている。 
・幼児の活動の理解者としての役割 
・幼児の共同作業者，幼児と共鳴するものとし

て 
の役割 
・憧れを形成するモデルとしての役割 
・遊びの援助者としての役割 
・環境の構成者としての役割 
 ヴィゴツキーは，教師は「環境を変えること

で子どもを教育する」４）ことや，発達における

教授の役割の一つとして「成熟中の段階にあっ

たり，『発達の 近接領域』にある一連の機能

を呼び起こし，活動させる」５）ことがあると述

べている。保育では，教師が直接援助すること

のみでなく，子ども同士が育ち合う環境を用意

し見守ることも教師の役割と言える。（図１） 
 

 
図１  発達の最近接領域 

(3) 教師の援助 

 教師は一人一人の発達の特性に応じた指導

や必要な経験を得られるように援助を行う必

要がある。『幼稚園教育要領解説』では，「いつ

どのような援助を行うかは状況に応じて判断

することが重要である」６），また，適切な援助

を行うためには，教師と幼児の信頼関係を築き，

幼児の行動を見ながら心に寄り添い，受け入れ，

共感することが必要であると述べている。さら

に，幼児は教師の日々の言動をモデルとして多

くのことを学んでいくと述べており，教師は幼

児のよきモデルとしての大きな役割を果たし

ている。また，ヴィゴツキーは，子どもの発達

にともなって教授の形態も変わることを述べ

ている。 
(4) ソーシャルスキルの指導技法と評価 

 岡田（2006）は，ソーシャルスキル尺度とは，

社会性に困難をもつ児童を指導する際に，子ど

もの目標となるスキルを特定化するものであ

ると述べている。尺度は「集団行動」「セルフ

コントロール」「仲間関係」「コミュニケーショ

ンスキル」の４つの項目で構成され，育てたい

部分を重点的に指導する。 

 上野一彦・岡田智 編著『ソーシャルスキル

マニュアル』では，ソーシャルスキルの指導技

法として「教示｣｢モデリング｣｢リハーサル｣｢フ

ィードバック｣｢般化｣を挙げており，それらを

組み合わせ，繰り返し指導を行うことが効果的

であると述べている。また，指導するに当たり，

子どもの意欲を高め，スキルの向上につながる

要素として，どんなところがよかったか，また，

どうすればもっとよくなるかを即時に評価す
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ることを挙げている。それらを参考にまとめる

と，図２のようになる。 

 
図２ ソーシャルスキルの指導技法 

 

２ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教  

師の援助を関連付けた表」について 

 

「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の

援助を関連付けた表」（表６）とは，田中（2012）

を参考に，岡田（2006）の「ソーシャルスキル

尺度小学生用」を幼児用に一部変更したものに，

望ましい姿に導くための教師の教示やモデリ

ングの援助と，行動したことに対する評価の援

助を，関連付けて作成したものである。田中

（2012）は，上手くいったときに褒める，上手

くいかなかった時にどうすればよかったかを

導くことを丁寧に行い，成功体験を積ませるこ

とが有効であると述べている。そこで，本研究

においても援助の内容にプラスの評価を重点

的に記述するようにした。また，実際の援助場

面では，幼児の 近接領域をとらえ，めあてを

見極め，状況に応じた援助を行うが，幼児の内

面を読み取りながら援助を変えたり，減らした

りすることを意識した。 
 ４つの項目「集団行動」「セルフコントロー

ル」「仲間関係スキル」「コミュニケーションス

キル」には，それぞれ身に付けたいスキルがあ

り，それは『幼稚園教育要領解説』に記されて

いることと関連しており，表１のようにまとめ

られる。 

 
 

 

 

表１ ソーシャルスキルの項目と『幼稚園教育要領解説』との関連 

 
ソーシャルスキル尺度は，それぞれの項目の

点数を合計し，換算表にて評価点に換算した。 
評価点の 高は，15点である。 
 

３ 検証保育の計画と実践 

 

(1) 目的 

 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の援

助を関連付けた表」(表６)をもとに対象児Ａ児，

Ｂ児の行動を見取り，教師の援助について分析，

考察する。 
(2) 対象 

 広島市立中筋幼稚園５歳児抽出児（Ａ児・Ｂ

児） 
(3) 期間 

 平成26年12月５日（金）～平成27年１月

14日（水） 
 

４ 実践についての分析と考察 

身に付けたいスキル 幼稚園教育要領解説より 頁

・よいことや悪いことに気付き，考えながら行動したり，きまりの
　大切さに気付き，守ろうとするなど，生活のために必要な習慣や
　態度を身に付けていく

90

・いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり遂げようとする気持ち
　をもつ

94

・様々な心を動かす出来事を友達と共有し，相手の感情にも気づい
　ていくことができるようになる

96

・相手の思っていることに気付く 97
・友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気付き，守ろうとす
  る

105

・集団生活を通して，体験を重ねながら規範意識の芽生えを培う 116
・生活の中で必要な言葉が分かり，使う。 145
・自己発揮と自己抑制の調和のとれた自立性を育てる 99
・自分の気持ちを調整しつつ周囲との関係を作ることができるよう
  になる

104

・みんなと一緒に教師の話を聞いたり，行動したり，きまりを守っ
　たりすることができる

221

・友達のよさに気付き，一緒に活動する楽しさを味わう 99
・友達とのかかわりを深め，思いやりをもつ 104
・人とのかかわりでは，見つめ合ったり，うなずいたり，微笑んだ
　りなど，言葉以外のものも大切である。

138
・親しみをもって日常のあいさつをする 146
・自分の思ったことを相手に伝え，相手の思っていることに気付く 97
・幼児は自分の気持ちや考えを言葉で人に伝える表現の仕方を学ん
　でいく

141
・自分のわからないことや知りたいことなどを，相手に分かる言葉
　で表現し，伝えることが必要である

143
・人の話を注意して聞き，相手にわかるように話す。 144

セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー

ル

集
団
行
動

学校生活や集団行動など
フォーマルな人間関係に
必要なスキル

行動，注意，衝動性，感
情などの自己統制に関す
るスキル

仲
間
関
係

友だち関係を維持した
り，友情を深めたりする
のに必要なスキル

コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

会話，話し合い，自己表
現など意思伝達手段に関
するスキル
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(1) 抽出児の分析・考察方法 

ア 抽出児（Ａ児・Ｂ児）を観察し，「幼児の

ソ 
ーシャルスキルの尺度と教師の援助を関連

付 
けた表」(表６)の評定をつけ教師の視点を確 
認する。 

イ 抽出児（Ａ児・Ｂ児）に対して，「幼児の

ソーシャルスキルの尺度と教師の援助を関

連付けた表」(表６)に沿って，その場に即し

た援助を行う。 
ウ 保育カンファレンスを行うとともに，ＶＴ

Ｒで抽出児の様子を振り返り，教師の視点を

再確認する。 
エ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の

援助を関連付けた表」(表６)とＶＴＲから，

再び評定をつけ，行動や内面を分析し考察す

る。 
 

(2) 抽出児（Ａ児）について 

ア Ａ児の姿 

Ａ児の指導前のソーシャルスキル尺度の評

価 
点は表２のとおりである。普段の様子では，思

いを言葉で伝えることが難しく，自分の思いと

違ったり，いやなことがあったりすると，怒る，

すねる，泣くなどで表現する。また，注意散漫

で話を聞きにくい姿が見られる。そこで，セル

フコントロールを中心に，集団行動とコミュニ

ケーションにおいて重点的に援助することと

した。なお，【】内は，表６の関係する項目を

表している。 
 

表２ Ａ児の指導前のソーシャルスキル尺度の評価点 

幼児名 集団行動 セルフコントロール 仲間関係 コミュニケーション 

 

 

 

対人マナー 

状況理解・こころの理論 

集団参加 

役割遂行 

感情のコントロール 

行動のコントロール 

仲間関係の開始 

仲間関係の維持 

聞く 

話す 

アサーション 

話し合い 

 指導前 指導前 指導前 指導前 

Ａ １ １ １ １ 

 それぞれの項目の 高は15点 

 

イ Ａ児のねらい 

・ いやなことがあったら，怒ったりすねたり

し 
 ない。   【セルフコントロール（感情）】 
・ いやな思いを自分から教師に伝えることが

できる。【コミュニケーション（アサーショ

ン）】 
・ 後まで話を聞いたり活動をしたりするこ

とができる。 【集団行動（役割）】 
        【セルフコントロール（行動）】 
ウ Ａ児への援助 

・ 「～がいやだった。」など，伝え方の具体

を 

教える。  【セルフコントロール（感情）】 
  【コミュニケーション（アサーション）】 

・ イラスト入りの１日の流れを表示し，活動

に 
 見通しをもたせる。  【集団行動（状況）】 
・ 言葉だけでなく，掃除の仕方などをやって

み 

 せたり，一緒に行ったりするなど，やり方の

具 

体を示す。       【集団行動（役割）】 

・ できたことや頑張ったことを具体的に褒め，

自信をもたせる。   【集団行動（役割）】 
         【セルフコントロール（行動）】 
エ 実践事例 

 Ａ児の掃除時間の様子は，以下のとおりであ

る。 

【１２月９日】 

Ａ児は，掃除時間であることや掃除場所，ほ

うきの持ち方などが分かっていない。教師が側

にいないと，掃除をやめる。 



 

【１月１４日】 

Ａ児は，イラスト入りの１日の流れの表示を

見て，自分から掃除を始めるが，飽きてやめる。

その後，教師とのやりとりで，気持ちを切り替

え，再び掃除を始める。さらに，

きれいにしようという教師の提案から，教師と

一緒に 後まで掃除をした。その際，担任（Ｔ

１）と補助教員（Ｔ２）がかかわった。
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１日の流れの表示を 
るが，飽きてやめる。 

教師とのやりとりで，気持ちを切り替

さらに，年少組の前を

きれいにしようという教師の提案から，教師と

その際，担任（Ｔ

（Ｔ２）がかかわった。 

オ Ａ児のソーシャルスキル尺度の評価

 

 
のソーシャルスキル尺度の評価 
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 Ａ児の指導前と指導後のソーシャルスキル尺

度の評価点は表３のとおりである。 
 
表３ Ａ児の指導前と指導後のソーシャルスキル尺度の評価点 

幼児名 集団行動 セルフコントロール 仲間関係 コミュニケーション 

 指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 

 １ １ １ ２ １ １ １ ２ 

 

カ 分析・考察 

 Ａ児は，表３のようにセルフコントロール・ 
コミュニケーションにおいて評価点の上昇が

見 
られた。 
掃除時間に，Ａ児は何をする時か，どの場所 

を掃除するのか分かっていなかったので，イラ

ストが入った１日の流れを掲示したところ，Ａ

児が掲示を見てスムーズに掃除に取り掛かる

ことができた。また、Ａ児の「やめよう」「飽

きた」という思いを受け止め，個別に寄り添う

援助をしたところ，Ａ児が気持ちを切り換え，

教師と一緒に 後まで係の仕事をやりとげる

ことができた。さらに，「（年少組を）驚かそう。

ぴかぴかにして」と言ってテラスを掃くなど，

自発的な言動が見られた。これらは，教師に受

け止めてもらえる安心感からＡ児が安定した

ことが要因と考えられる。以上のように，評価

点の上昇とＡ児の姿から，ソーシャルスキルが

向上したと考えられる。 
 
(3)抽出児（Ｂ児）について 

ア Ｂ児の姿 

Ｂ児の指導前のソーシャルスキル尺度の評

価 
点は表４のとおりである。普段の様子では，自

分 
の思いを表出しにくく，表情も硬いことが多い。 
また，わからないことを質問したり，遊びに誘

っ 
たりするのに時間がかかり，自分から遊びに入 
ることも困難である。教師や友達と一緒に遊ん 

でいても，自分から話しかけることは少なく，

話 
し掛けられると単語で答えたり，首を振って意 
思表示をしたりすることが多い。尺度の評価で 
は，Ｂ児はセルフコントロールが５点である。

全 
体は 15 点満点であり，５点の項目は主に感情

の 

コントロールであることから，自分の思いを表 
出しにくく自己抑制をしているためであると

考 
えた。そこで，仲間関係とコミュニケーション 
において重点的に援助することとした。 
 

表４ Ｂ児の指導前のソーシャルスキル尺度の評価点 

幼児名 集団行動 セルフコントロール 仲間関係 コミュニケーション 

 対人マナー 

状況理解・こころの理論 

集団参加 

役割遂行 

感情のコントロール 

行動のコントロール 

仲間関係の開始 

仲間関係の維持 

聞く 

話す 

アサーション 

話し合い 

 指導前 指導前 指導前 指導前 

Ｂ １ ５ １ １ 

 それぞれの項目の 高は15点 

 

イ Ｂ児のねらい 

・ 言葉を掛けて遊びに入ったり，質問したり

す 

ることができる。   【仲間関係（開始）】 
  【コミュニケーション（アサーション）】 

ウ Ｂ児への援助  

・ ｢入れて｣｢一緒にしよう｣「～はどうするの」 

など，伝え方の具体を教える。 

        【仲間関係（開始）】 
  【コミュニケーション（アサーション）】 

・ Ｂ児の思いに寄り添い，教師との信頼感を

深 

める。 

・ 自分から言葉を掛けて遊びに入ったり，質

問 
したりした姿を具体的に褒める。 

        【仲間関係（開始）】 
   【コミュニケーション（アサーション）】 



 

エ 実践事例 

 Ｂ児の食後の遊び時間（30 分間）

以下のとおりである。 

【１２月５日】 

Ｂ児は教師と一緒に遊ぶことが多く，クイズ

以外での発語は少ない。また，教師の誘いで

友達と一緒に遊び始めるが，教師が遊びから

離れると遊びをやめ，一人で遊ぶ。
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分間）の様子は，

教師と一緒に遊ぶことが多く，クイズ 

以外での発語は少ない。また，教師の誘いで

友達と一緒に遊び始めるが，教師が遊びから

，一人で遊ぶ。 
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【１月９日】 

Ｂ児は，自分から遊びを選び，教師を誘って

遊 

び始める。遊びの中で，笑顔や発語が増え，声

も大きくなった。また，自分から誘ったり質問

したりすることが増え，やりとりが長くなった。

さらに，Ｂ児が「これ，したい。」と言った遊

びに，教師が入るきっかけを与えるなど，教師

が一緒に遊びに入らなくても， 後まで友達と

遊ぶ姿も見られた。その際，担任（Ｔ１）と補

助教員（Ｔ２）がかかわった。 
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オ Ｂ児のソーシャルスキル尺度の評価 

 Ｂ児の指導前と指導後のソーシャルスキル尺

度の評価点は表５のとおりである。 
 

表５ Ｂ児の指導前と指導後のソーシャルスキル尺度の評価点 

幼児名 集団行動 セルフコントロール 仲間関係 コミュニケーション 

 指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 指導前 指導後 

Ｂ １ ２ ５ ５ １ ２ １ １ 

 

カ 分析・考察 

(ｱ) 全体を通して 

表５のようにＢ児は，集団行動・仲間関係に

お 
いて評価点の上昇が見られた。 
Ｂ児をありのまま受け止め，寄り添う援助を 

することでＢ児は安心し，自分を出せるように

なってきたと考えられる。また，質問したり遊

びに入ったりする前に，具体的に望ましい言葉

掛けの例を示した。そうすることで，自分から

言葉を掛けることが増えてきた。以前は，自分

から話し掛けることが困難だったＢ児が，自分

から話し掛けたり，会話が続くようになったり

していることから，成功体験を積み重ねられた

ことや，教師が継続してかかわることが，Ｂ児

の安心感につながったと考えられる。また，コ

ミュニケーションスキルの評価点の上昇は見

られなかったが，素点は上昇しているので，今

後，評価点の上昇が予測される。以上のように，

集団行動と仲間関係における評価点の上昇と

Ｂ児の姿から，ソーシャルスキルが向上したと

考えられる。 
(ｲ)Ｂ児の積木で遊ぶ場面における教師の援助

の変化について 

Ｂ児は教師と一緒にいることで安心してい

ると推察し，教師と遊びたい思いを受け止め，

寄り添う援助を試みた。 
教師がＢ児と一緒に遊び始めたところに，Ｄ

児が「これにはやり方がある」と入って来た。

Ｂ児がＤ児と遊ぶ中で，遊び方を見て学ぶ様子

が見られた。この場面で，Ｂ児がＤ児を受け入

れたととらえ，教師は側で見守る援助に切り替

えた。 
Ｂ児とＤ児のやりとりをする様子を見なが

ら，Ｂ児との距離をもう少し広げようとしたが，

Ｂ児が教師に微笑んだり質問したりする姿か

ら，側で見守り続ける援助を行った。すると，

Ｂ児は時々教師に視線を向けながらも，その後

もＤ児と一緒に遊び， 後まで協力して片付け

た。 
 Ｂ児がＤ児を受け入れたととらえてからは，

教師は共同作業者やモデルとしての直接的な

援助から，側で見守る援助に切り替えた。そう

することで，Ｂ児がＤ児の遊び方を見ながら積

木を積み重ねたり，やりとりをしたりするきっ

かけとなり，仲間関係を築くことにつながった。

その後，二人の遊ぶ姿を見て，少し距離を広げ

る援助に変えようとしたが，Ｂ児の表情や視線，

発語などから，Ｂ児にとって教師が精神的に安

定するよりどころであると推測し，側で見守り

続ける援助を行った。ヴィゴツキーは，周囲の

友達の考え方ややり方を見て学び，模倣するこ

とでできるようになることや，子どもの発達に

ともなって教授の形態も変わることを述べて

いる。今回の援助も，Ｂ児の行動や表情から内

面を探り，援助の仕方を変えたことで，Ｂ児の

友達とのかかわりが増えたと考えられる。 
 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

○ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の 
援助を関連付けた表」(表６)をもとに，幼児

の 
重点的に援助したい部分や援助の仕方を教

師 
間で共通認識することで，よりよい援助につ 
ながった。 

○ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の 
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援助を関連付けた表」(表６)を活用し，幼児

の行動（表情・目線・しぐさ・言動など）か

ら，内面を読み取り，表に示してある援助を

行うことは，幼児のソーシャルスキルを向上

させることに有効であると分かった。 
 

２ 課題 

 
○ 抽出児への援助をする中で，周りにいる幼 
児にもソーシャルスキルについての援助を

行 
う場面があり，一斉で指導する必要性を感じ 
た。集団行動の「ありがとう」や仲間関係ス

キ 
ルの「あいさつ」など，日常生活の中から重

点 
項目を決め，図１（ｐ.２）の指導技法で一斉 
保育をすることも，今後検討したい。 

○ 「幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の 
援助を関連付けた表」(表６)の評定の仕方に

ついて，望ましい姿（評定４）しか表記して

おらず，１～３段階の表記が無いために評定

に迷うことがあった。今後は，１～３段階の

具体像についても表記できるよう検討して

いきたい。また，教師の援助についても，実

際保育をする中で追加，修正し，より活用し

やすい表に改善していきたい。 
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表６  幼児のソーシャルスキルの尺度と教師の援助を関連付けた表         評定４…よく当てはまる，３…だいたい当てはまる，２…あまり当てはまらない，１…ほとんど当てはまらない 

 望ましい幼児の姿 評定 望ましい姿に導くための教師の援助 
４ ３ ２ １ ・教示  ○モデリング  ＊教師の配慮  評 価 

集
団
行
動 

対
人
マ
ナ
ー 

よいことをしてもらったら「ありがとう」と言って感謝できる     ・「ありがとう」と言ったり言われたりすると気持ちがよいことを伝える。 
○笑顔で「ありがとう」とやってみせる。 ・「ありがとう」と言われて，～ちゃんも嬉しそうだったね。 

状況に合わせた適切な言葉づかいができる 
（目上の人に敬語を使う、知らない人になれなれしい言葉づかいをしないなど）     ・目上の人には「貸してください」と丁寧に言うことを伝える。 

○朝，先生におじぎをしながら「おはようございます」とやってみせる。 
・丁寧に言えたね。先生には，どういう言葉がよかったかな。 

人のものを借りるときはきちんとことわることができる     ○「～ちゃん，貸して」とやってみせる。 ・「貸して」と言ったから，友達も気持ちよく貸してくれたね。 
状
況
理
解
・
こ
こ
ろ
の
理
論 

場の雰囲気を感じることができる 
（緊張感や静寂，のんびりとした感じなど）     ・「大切な式だから，静かにしよう」など，具体的に伝える。 ・～ちゃん上手だから，一緒に見てみよう。頑張れると嬉しいな。 

次の活動にスムーズに移ることができる     ＊「ここまでしたら」「～分まで」と活動の区切りを前もって知らせる。 ・自分でよく気付いたね。すぐ片付けができて嬉しいな。 
自分のした行動をふりかえることができる     ＊何をしていたか，絵に描いて示し，行動を可視化する。 ・～ちゃんがしたことが，よくわかったよ。 
相手の表情の違いに気づくことができる 
（にこやかな顔，こわい顔，緊張しているなど）     ・表情を示したカードを見せる。 

・「こわい顔ってこうなんだね」とカードと表情を一致させる。 
・～ちゃんがニコニコ笑っているね。嬉しそうね。 
・～ちゃんがしょんぼりしているね。悲しそうね。 

相手の気持ちを理解することができる 
（喜んでいる，悲しんでいる，怒っているなど）     ・「こんな時、嬉しいよ」「悲しくなるよ」など，場に応じて伝える。 ・～ちゃんが嬉しそうだね。喜んでいるね。 

・～ちゃんがしょんぼりしているね。悲しそうね。 

集
団
参
加 

途中でぬけたり，やめたりせずに仲間と遊びを続けることができる     ○遊びに加わり一緒に遊ぶ。 ・一緒に 後まで遊べたね。友達も喜んでいるよ。 
相手の話を終わりまで聞いてから話すことができる     ・「この次に話を聞くから待っていてね」と伝える。 

＊「３つ話すよ」など、見通しをもたせて話す。 ・ 後まで聞けたね。嬉しかったよ。 

集団で遊ぶときなど，ゲームのルールを理解できる     ・ゲームのルールを図で示し，具体的に知らせる。 ・遊び方がわかったね。みんなで遊んで楽しかったね。 
ゲームなどの順番を守ることができる     ・「～ちゃんの次よ」と見通しをもたせる。 ・並んだら順番がきたね。もう１回してみる？ 
与えられたルールに従ってゲームに参加する 
（ずるをしない，ルールを勝手に変えてしまわないなど）     ・ゲームのルールを図で示し，具体的に知らせる。 

○ルールに従ったよい動きをやってみせる。 
・～ちゃんに教えてもらった遊び方が，よくわかったね。ルールを守って遊
ぶと楽しいね。 

役
割
遂
行 

仲間同士で決めたルール・決まりを守れる     ・ゲームのルールを図で示し，具体的に知らせる。 
○ルールに従ったよい動きをやってみせる。 

・～ちゃんに教えてもらった遊び方が，よくわかったね。ルールを守って遊
ぶと楽しいね。 

当番や係りの仕事をやりとげることができる     ・仕事の内容や順番が分かるよう手順表を示し，それを見ながら進める。 
○当番や係りの仕事をやって見せたり一緒にしたりする。 ・ありがとう，みんなが助かるよ。 

仲間と協力しながら仕事（または課題）を行うことができる     ・どんな役割があるか，何をしたらよいか伝える。 ・頑張っているね。一緒だとよい考えが出るね。みんなの力でできたね。 

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

ゲームなどの勝負ごとで自分の負けを受け入れることができる     ・「負けたけど，たのしかったね」と伝える。 ・みんなで頑張って楽しかったね。またしようね。 
いやなことがあっても，乱暴なことをしない 
（人をたたいたり，ものを投げつけたりなど）     ・「たたきたくなったら，先に先生に言ってね」と伝える。 

＊「～が嫌だったね」と共感する。 ・～ちゃん，投げなかったね。先生、嬉しいな。 

いやなことがあっても，人を非難したり騒いだりしない     ・「～が嫌だったら，先生に言いに来てね」と伝える。 ・～ちゃんが我慢できて，嬉しいな。 
友達がいやがることは言ったりやったりしない     ・友達を嫌な気持ちにさせる言葉と，楽しませる言葉を確認しておく。 ・言われて，嬉しい言葉がいいよね。 
感情的になっても，気持ちを上手く切り替えられる     ・相手の思いを分かりやすく伝える。 

＊落ち着くまではそっとしたり，黙って隣に座ったりする。 ・落ち着いたね，先生と一緒に遊ぼう。 

行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

保育中，勝手に席を離れたり，そわそわ体を動かしたりしないで座っていられる     ・「○の中に座ってね」「～分まで待ってね」など具体的に伝える。 
＊話をする時間を短くする。 ・５分，じっとできたね。前より長く頑張れるようになって嬉しいな。 

保育中，関係のない物音や他の人の行動に注意がそれてしまわない     ・「～ちゃん，こっちよ」と声をかけ，見る方向を示す。 
・視覚教材を用意する。 

・望ましい姿の時に「～ちゃん，いいよ」「頑張っているね」と認め，励ます。 
・一生懸命していて嬉しいよ。 

保育中，注意を引きたくて騒いだり，ふざけたりしない     ○望ましい態度をやってみせる。 ・～ちゃん上手だから，一緒に見てみよう。頑張れると嬉しいな。 

仲
間
関
係
ス
キ
ル 

仲
間
関
係
の
開
始 

知っている人に挨拶することができる     ○相手の顔を見てにこやかに挨拶をする。 ・「おはよう」って言うと，気持ちいいね。 
視線を合わせて人と話すことができる     ○視線を合わせて話したり，うなずきながら聞いたりする。 ・～ちゃんと目が合って，嬉しいな。 
仲間や親しい人に微笑みかけることができる     ○常に笑顔で接する。 ・～ちゃんの笑顔は気持ちがいいね，元気が出るね。 
臆することなく仲間に話しかけることができる     ・「楽しいね」など，どのような言葉を掛けたらよいか具体的に教える。 ・友だちの所までいけたね。一緒に声を掛けてみようか。 
仲間を遊びに誘うことができる     ○「～ちゃん，一緒に遊ぼう」など誘う姿を見せる。 ・～ちゃんに気が付いたね。誘ってもらって嬉しそうだったね。 
遊んでいる仲間に自分から進んで加わることができる     ・「入れて」「一緒に遊ぼう」と言うとよいことを伝える。 

○「入れて」と言いながら，仲間に入る姿を見せる。 ・友だちの所までいけたね。一緒に声をかけてみようか。 

仲
間
関
係
の
維
持 

仲間と会話を続けることができる     ○一緒に仲間に入り，うなずきながら聞く。 ・楽しかったね。また、一緒にお話しようね。 
仲間と冗談を言い合うことができる     ○一緒に仲間に入り，笑顔で話す。 ・楽しいね。～ちゃんは面白いこと言うね。 
友達が失敗したときなど励ましたりなぐさめたりできる     ○「大丈夫，もう１回しよう」と声をかける。 ・一緒にいてあげて，～ちゃんが嬉しそうだったよ。 
仲のよい友だちの好きな遊びや好きなものなどを知っている     ＊それぞれのよいところや好きなことを話題にしていく。 ・～ちゃんと一緒だね。 

コ
ミ
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聞
く 

先生の話や友だちの発表の内容を理解できる     ＊短くわかりやすい言葉で，はっきり話す。 ・よく聞いていると，わかりやすいね。 
聞かれたことに対してきちんと答えることができる     ＊何を答えるとよいか，わかりやすいことばで聞く。 ・～ちゃんの思いがよくわかって，嬉しかったよ。 

話
す 

言葉たらずでなく，話すことができる     ・「僕のだから返して」など具体的に言うとよいことを伝える。 
＊聞いた話を絵に描き，ゆっくり話を聞く。 ・お話がとても楽しかったよ。また聞かせてね。 

物事を順序だてて説明することができる     ・幼児の話を聞き取り，順序だてた話し方で「～なのね」と返していく。 ・それからどうしたの？ そうだったのね。よくわかって，嬉しかったよ。 
ア
サ
ー
シ
ョ

ン 

わからないことは質問できる     ＊「何か困っている？」「聞いたらいいよ」と声をかける。 ・聞いてよかったね。質問できて，先生，嬉しかったよ。 
くやしさや怒りを言葉で伝えることができる     ・「～だからくやしいね」「～だから腹が立つね」など言い方を伝える。 

＊「～がくやしいね」「～が嫌だったね」と共感する。 
・そうだったんだね。くやしかったね。～ちゃんの思いがよくわかったよ。 

話
し
合
い 

簡単な話し合いの内容に沿った発言ができる     ・何について話し合うか，わかりやすくに伝える。 ・～ちゃんの言い方はよくわかるね。同じように言えるといいね。 
話し合いにおいて全体の意見を参考にしながら結論を出すことができる。     ・出てきた意見を，わかりやすく伝える。 ・よく考えて決めたね。先生，嬉しかったよ。 
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